
公的医療機関等2025プラン　対象医療機関からの報告状況（横浜構想区域）
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済生会
横浜市東部
病院

内科, 精神科, 神経内
科, 呼吸器科, 消化器
科, 循環器科,小児科,
外科, 整形外科,形成
外科, 脳神経外科, 呼
吸器外科, 心臓血管
外科, 皮膚科, 泌尿器
科, 産婦人科,眼科,
耳鼻いんこう科, リハ
ビリテーション科, 放
射線科, 歯科口腔外
科, 麻酔科,救急科,
病理診断科, 消化器
外科

医師266.9人
看護職員810.8人
医療技術職員281.4人
事務職員147.4人
技能労務員職員66.6人
計　1573.1人
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【参考】指定等の状況

資料５

○高度急性期：２床減 ➡ 急性期：２床増について

・横浜市地域中核病院としての役割でもある救急医療については、限られた病床数で対応しているため、満床を理由による救急車の受入に至らない状況が続いている（※１）

・一般病床の病床利用率は90％を超えている一方で、ＧＣＵ（新生児回復治療室）（※２）の病床利用率は50％台と低迷している

・そこで、ＧＣＵ10床（＝高度急性期）のうち２床を減少し、この２床を救急搬送受入を行っている一般病棟（＝急性期）へ転換させることで、今後の横浜東部地域の医療ニーズに応える体制を整備したい

（※１） 2022年救急車不応需：2,900件

（※２） ＧＣＵは病床機能報告上、高度急性期に区分される


